


















































































































































































































































カテゴリ 巳－ サブカテゴリー コーー ド
【術後の状態を受け
止める】
＜以前の経験からルート類がつなが
っていることを受け止めた＞
＜パスによる術前オリエンテーショ
ンで術後の経過が把握できた＞
｢前に一回、そういう管つけておった経験もあるし、本当にまあいじっかし
いなあって思った程度くらい」
｢まあだいたいよく似たようなもんやな、最初に聞いた話と」
｢こんな風にすればいいんかな、とか自分で把握できたと思う」
｢予想はできてましたから、紙のおかげで。でも逆にそのことがことが怖か
ったですけどね」
【術前の説明が役に
立たなかった】
＜手術後５日目に初めて立った＞
＜術前オリエンテーションでの説明
より経過が遅く、あんまり役に立
たなかった＞
｢５日目くらい」
｢あんまりなかった」
【体が思うようにな
らない苦痛】
＜足がふらついて立てない＞
＜立てないし、歩けないし辛かった、
怖かった＞
＜もうちょっと簡単に歩けんかなと
思った＞
＜痛みが強かった＞
＜高齢のためしんどかつた＞
｢やっぱり足がふらついて。手術前の状態とは全然、別物でしたね」
｢体の重心がもてないって言うんかな」
｢全然膝に力が入らなくて、立てない」「がくがく」「ふらふら」「あんまり長
<歩けない」
｢手術のあとやからしょうがないけどね。やっぱりちょっとつらかったです
ね」
｢やっぱり怖かったですね。立てないし、歩けないし…」
｢いっぱい線もつとったさかいに、『ああ、いじっかしいな』って」
｢もうちょっと簡単に歩けんかなって思ってた」
｢痛みが強かったさかいに。こりややばいなあと」
｢特に、高齢のため、しんどかつた」
【術後の環境に対す
る威圧感】
＜たくさんの点滴を見ると、気が重
たくなり怖かった＞
｢点滴やらを見ると、なんやら、重た－なるんや。やっぱ怖いと感じるね。
みんな感じる」
【予想より苦痛が少
なかった】
＜思っていたより痛くなかった＞
＜すんなりと立てた＞
｢手術前は痛くなるって聞いてたけど、手術してからちっとも痛くないんや
な」
｢この切り口は痛いのは痛いけど、あっちこつちと痛くなるってことはない
ですね」
｢すんなりと立てた」
【体験してみるまで
は予想がつかな
い】
＜実際に立ってみるまでは、歩ける
ようになるかわからなかった＞
｢ぜんぜんわからん。歩けるもんか、楽になるかわからんかつた」
｢ベ ツドでね、やつとるから、ある程度わかるわ、－日目にね。二日目には
実際に歩いてみるかどうかということやね」
【術後の離床】 ＜歩き始めたのは手術後２日目＞ ｢二日目くらいでなかったかな。トイレやらね。ちょっと記憶にないけど」
｢手術のあくる日のそのあくる日やな。二日後」
｢二日目やね。初日だけ遠慮しとったけど、二日目からもう降りたねＩ
【手術が無事終わる
ことだけを考え
る】
＜手術してみないとわからない＞
＜無事に手術が終わればいい＞
|やっぱり手術してみないとわからないからな。それは前から言われてもわ
からんというか」
｢要するに、手術ということは、指の手術とかじやないんだから、心臓の手
術なんだから、やってみるまでどうなるかわからんわな」
｢話は聞いても医学的な話ばわからんからね」
｢今まで手術したことないんですから、心配だけが先にあったけどもＩ
|要するに、手術を受けて、無事に手術が終わればいい、それだけですから
ね」
｢死んでもいいと。まとにかく命だけと」
【命のありがたさの
実感】
＜手術が無事終わって命のありがた
さを実感する＞
＜地面に手足がついて初めて生きて
いることを実感した＞
|やっぱ命というものは、生きがいがあるわけやね。命が、なくなったら、
なんにもならんもんの」
|動けるっていうことが、生きとるなあと感じた。それまで感じなかった。
寝とるときはあんまり感じなかった。それが、動き出して、初めて生きと
るわあと思って」
｢歩いてみて初めて嬉しいなと思った」
【回復への自己意
欲】
＜早く元気になりたいという自分の
思い＞
＜元気になって、世間のためになる
うと感じた＞
'一日でも早く体力元に戻そうと思ってね、そうして歩いたりしてるんです
けど」「一生懸命元気になる、それしかなかったですね」
｢支えというのはやっぱり早く帰りたいという自分の思いだけで、でも、こ
んなんでは帰れへんぞと」
l何にも考えんと今まで無茶苦茶なこともやったけれど、世間のために頑張
りますよと、それだけしかねえ。ないですね」
｢親しみのもてる人間になるぞ_」
【回復の実感】 ＜歩けるようになって、体力がつい
てきたと感じる＞
＜家族の言葉で励まされる＞
|だいぶ、体力ついてきたよ」
｢リハビリの先生も見えて、 歩き方とかいろんなことをご指導いただいて、
少しずつ部屋のなか歩いたりしてだいぶ歩けるようにはなりました」
｢回数が、ちょっと多くなったかな。－日に、歩く回数Ｉ
'昨日子供が見て、「前よりええ歩き方しとるんじゃないか』って。
びとる』って言うていわれたけど」
『背中伸
【看護師の支え】 ＜看護師の付き添いがあったから怖
<なかった＞
＜看護師の優しさが感じられた＞
l看護帥さんの付き添いで、してもらったので怖いことはなかったですね」
l看護婦さんの中に、優しさが感じられたI
【術前からの症状が
悪化することへの
不安】
＜術前からの腰痛が術後悪化するの
ではないかという不安＞ '若いときから腰痛があったから不安で、『歩けんようになるんじゃないか」とか、それが一番心ではね、不安でしたね」
